

















































































































































































































































































































































































































































コンテナバー ス，552メー トル3バー スの設置計画が立てられた。そして1968年に本牧埠頭にコ
ンテナ船第１号船としてアメリカの「プレジデント．タイラ」が入港した22。
以降，海上輸送のコンテナ化は本格化していくが．同時に貨物の荷役作業は大幅に合理化さ
れ，船上業務に必要な船員も少ない人数で事足りるようになった。コンテナ化の波とともに中
華街に来る船員は減り始めた23ｏ
このコンテナ港化が，横浜港だけでなく港町横浜，さらに中華街の大きな転換点になった。
またベトナム戦争からアメリカ軍の撤退が始まり横浜の米兵たちも帰国を始めた。中華街の外
人バーも次々と店を閉め日本人向けの中華料理店が増え始めた。
1972年の日本の中華人民共和国との国交回復は台湾系華僑に打撃を与えた。日中友好の機運
が国内で高まり，中華街へ足を運ぶ日本人が増えていったが，中華街の華僑の対立は中々解消
しなかった。両者の対立が解消し始めたのが1986年に炎上した関帝廟の再建であった。二つの
華僑総会が話し合いの場を持ち，協力して再建事業に取り組むこととなった。ここに中華街が
一つとなって新しい街づくりを行う土台が出来た。1955年の善隣門設立以来，３０年が過ぎてい
た。
おわりに
終戦直後の中華街は外部の人間からすると「治外法権｣の場所としての印象が強かった。「戦
勝国」としての中国人はＧＨＱから食料，物資の特別配給を受け，中華街は闇市をはじめとす
る食料，物資供給の場所として賑わった。復興にあたって中華街は当初からＧＨＱ，そして進
２２「横浜港史総集編」横浜市港湾局企画課（1989）ｐ,609
23菅原一孝「横浜中華街探検」講談社（1996）ppl53-l54
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戦後の械浜中蕪街の不管地性
駐軍将兵と密接なつながりがあった。大桟橋をはじめ港湾施設の殆どを進駐軍に接収された横
浜港は進駐軍の管理する貿易，軍需物資の取引に依存せざるを得ない状況にあり，中華街はそ
のような「リトルアメリカ」のど真ん中にあった。
横浜中華街は少なくとも1951年のサンフランシスコ平和条約による独立と日本政府による国
内統治権の確立までは，地元行政，官懲側からすると管理が難しい場所としての性格が強かっ
た。国家としてはいまだ承認されず，ＧＨＱの厳しい監督の元，代理統治者としての日本政府，
警察は，戦勝国である連合国の一員である中国系住民に対して，強い態度で臨めなかった。そ
の中国系住民も1949年の中華人民共和国の成立により大陸系と台湾系に分裂し対立した。さら
に，朝鮮戦争時，横浜が米軍の補給基地，休養地としての役割を果たしていた時期の横浜中華
街（当時は南京町）は．外国船の船員．米軍兵士用の歓楽街となっており．特にこれらの店が
開店する午後9時以降は一般の日本人が気軽に立ち寄れる場所ではなかった。この時期は表面
的には誰がコントロールしているのかがわかりにくい不管地的な状況であった。
そこには第二次大戦後の「戦勝国｣，「敗戦国」としての関係，進駐顕の占領政策，日本の独
立問題，国共内戦と中華人民共和国の成立，朝鮮戦争による米軍駐留増と横浜の補給基地化に
また影響され，対応したやり方であった。また朝鮮戦争後も高度経済成長を支えた貿易港とし
て発展した横浜港の中での対応が総合歓楽街的な方向であった。現在，中華街の大規模な店舗
はこの時期に資本蓄積を行った。否定的にみられがちな外人バー・クラブも，ジュークボック
スやバンド演奏を通して最新の洋楽・ダンスを横浜に伝播させる役割を果たした。
徹底した日本人，観光客向けの店づくりになった現在の中華街は，東京ディズニーランドに
も匹敵する集客力を持った集客施設となっている。誰でも気軽に行き楽しめる街になった一方
で，老華僑には中華街に居住しない者が増加し店や土地を外部の者に貸して，その子供．孫た
ちは中華街を離れ別の職に就く者も増加した。借りた者には新華僑も少なくない。かれらは可
能な限り短期間で利益をあげるために坪効率や回転率の向上を図り．廉価な食べ放題の薄利多
売方式の料理店となったところが多い。これらの店の増加や中華街を離れて住む華僑華人の増
加も中華街では基本的に肯定的に受け止められている。そこにはその時代の日本，横浜，そし
て国際の諸方面に対して自らを閉ざすことなく開放的に対応し自らを変化させてきた中華街の
一貫した姿がある。戦後の「南京町」時代の姿もその一部であり，その視点から評価されるべ
きものだといえる。
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